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市指定
所在地：一印谷

雪見灯籠 ゆきみとうろう

市指定
所在地：味間南

一印谷に伝世された、念仏
信仰に供する仏具である。
材質は銅で、鋳造製である。
上面は2本の凸帯が、鼓打部

こ だ ぶ

の周囲を装飾して回る。上縁
両肩に懸垂のための耳が2箇
所につき、右側面と張り出し
の裏面下部に、「南無阿弥陀
仏」「正和参年七月□□」の
陰刻銘が刻まれている。正和
3年（1314）は鎌倉時代末期
に当たり、その古さから非常
に貴重なものである。
上面径19㎝、底径21.5㎝。

背の低い三脚立ちの観賞用
燈籠である。大きい方は火袋

ひぶくろ

に鶴の絵柄が透かし彫りされ
る。八蓮弁をかたどった火屋

ほ や

台
だい

や穏やかなカーブを描く天
蓋、その上に乗る擬宝珠など
に桃山時代の特徴を見ること
ができる。
屋蓋の上部には「天正元年
与次郎作」の陽鋳銘がある。
与次郎は、豊臣秀吉に「天下一」
の称を賜った名工で、当灯籠
は製作年代と製作者のわかる
数少ない作品である。小さい
方は、銘はないものの、与次郎
の手によるものと見られる。
文保寺観明院蔵。


